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１　組織の概要

　（１） 事業社名及び代表者氏名 　(表－１）

　（２） 所在地 　(表－２)
本社   　　：〒394-0004 長野県岡谷市神明町4-1-21
東京支店 ：〒175-0082 東京都板橋区高島平2-23-3　高島平スカイプラザ4F

　（３） 環境管理責任者及び担当者連絡先 　(表－３)

ｔｅｌ．０２６６－２４－２７４４　　ｆａｘ．０２６６－２４－２７７３
mailto:info@idea-gr.co.jp

　（４） 事業内容 　(表－４)

http://www.idea-gr.co.jp/

　イデアシステム株式会社

環境代表者

　代表取締役　社長　　

電子機器等の受託開発・設計・部品調達から製造(組立）

小林　弘

ＥＡ２１推進委員会
営業部：堀向功二・開発技術部：宮澤寛志・製造Ｔ：横沢学
技術Ｔ：姉嵜貴大・管理部：稲垣ひとみ・総務部：丸山志帆

　環境管理責任者

担当者

イデアシステム㈱ 　品質保証部　　部長

イデアシステム㈱　　製造技術部　TEC-T　

宮下　健司

　連絡先

中野　智之

弊社ホームページをご覧下さい。

基板設計,、パッケージ設計 製造、組立
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　（５） 事業規模 　(表－５)
　資本金 　　社員数 　延床面積

　（６） イデアシステム株式会社組織図　 　(表－６)

(環境代表者）

※

・環境経営に関する統括責任者
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知
・環境経営目標・環境活動計画書の承認
・環境マネージメントシステムの構築・実施・管理
・環境関連法規制等のとりまとめ
・環境経営目標・環境活動計画書の立案
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境活動の実績集計
・環境レポートの作成、公開
・環境責任者の補佐
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の周知と自覚
・自主的・積極的に参加

営業部
製造－Ｔ

ＴＥＣ－Ｔ

管理部

　品　質　保　証　部

ＥＡ２１推進委員会

各部門

東
　
京
　
支
　
店

役
割
・
責
任
・
権
限

環境代表者

環境管理責任者

　７，５００万円
東京支店　　１４名

本社・工場　　３５名

会　長

社　長

製造・管理部

本
　
社
　
・
　
工
　
場

　　工場棟　８６３㎡、管理棟　４７４㎡、事務棟　５５８㎡

総務部

営業技術部

 東京支店は、賃貸ビルの一室を借
用しており管理費均等負担で実使
用の環境負荷の把握が困難なた
め、事務所の環境負荷の取組みは
行わず、環境負荷低減に役立つ商
品化・販売についてと、社屋内の整
理整頓

環境管理責任者

ＥＡ２１推進委員会

システム開発－Ｔ

技術－Ｔ

製造技術部

開発技術部

シ
ス
テ
ム
事
業
部
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2 【社　是】

【経営理念】

１　　社会の役に立ちます
　　　 私達は日々得意技＆特異技を磨き、ユーザーウォンツに応えて創り（製品＆パートナー）、

販売して、社会に役に立ちます。
２　適正な利潤を生みます
　　　　会社と従業員は相互協調し、適正な利潤を生み出し、ロマンとB/Sがバランスしている
　　　　会社にします。
３　成長し続けます
　　　　いかなる企業の傘に入らず、自主自立し、自らの力で創り、自らビジネスし、
　　　　自らの力で成長し続けます。

【品質マネジメント方針】

　　スローガン

【品質環境経営目標 】

①　積極的なユーザー訪問、情報提供、提案で新顧客、新規テーマを開拓しよう
　　情報提供や情報収集でのユーザー訪問を実施　半期に一度は実行　取引先数　１０％増

② 新技術、新商材に積極的に取り組み、実践しながら、ものづくりの技術と品質の向上を目指そう。
新技術・新商材への挑戦　新技術・新商材案件　（各事業、常時1件以上取り組）

③　顧客満足を第一に考え、品質と対応で満足・感謝してもらえるよう、全部署の機能をフル活用し、
オールイデアで対応しよう。

④　SDGs目標達成に向けて積極的に取り組もう
ＣＯ２排出量の削減　年間４％　　・雇用職場環境改善　２０２４年新卒２名
・ 女性管理職登用増　　・社会　環境問題を決定する製品・ｻｰﾋﾞｽの創出、②の目標達成

⑤ 安定的に利益を上げ、ルールとマナーを守り、働きやすい、働き甲斐のある健全な会社にしよう。
売上目標達成　　　⇒　　通期売上　１２億　　粗利　４，２億　　損分４，０億　　損分比　　１０５％
　　　　　　　　　　　　　　　半期売上　　６億　　　粗利　２，１５億　　　　
　　 （半期　部署別　売上目標）

２０，０００万 ４０，０００万 ６０，０００万

６，５００万 １５，０００万 ２１，５００万
売上
粗利

【オールイデアで成長しよう！　全部署が協力してポジティブ、アクティブに行動しよう】

品質環境経営方針：コロナ禍は終息に向かっているが、この3年間でいろいろな活動が停滞してしまい
ました。　　　　　社内、社外とも交流が減り、効率化できた良い面もあるが、受け身の行動は目立つよう
になっています。取引先とのつながりも希薄になりつつあり、社員・部署間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝも減っていま
す。このままでは、先々縮小していってしまいます。これから成長していく為には、どうすれば、価値を高
められるか、価値を生み出せるかを考えること。未来志向で取り組むことが必要です。各自がポジティ
ブ、アクティブに行動し、部署の垣根を越えてコミュニｹｰｼｮﾝをとって目標達成に向けてお互いを尊重し
ながら協力しあって仕事に取り組みましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　会社としても、そのように考え
る人、行動をする人を評価します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オー
ルイデアを目指し、久しぶりに、会社の事業部を一つにしました。東京支店を含め、全てが自分の部署
の仕事です。

東京支店 システム事業部 半期計

私達は充実した会社を作り社会と共に「ゆたか」で「ゆとり」のある生活を営みます。
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3
【環境経営方針】

私たちの事業活動は、その多少に関わらず地球環境に影響を与えます。
環境への影響を最小限にとどめることは、当社の社是“社会と共に「ゆたか」で「ゆとり」のある生活を営む”
また、当社経営理念“社会に役に立つ”と、同意でもあり、また、ユーザーウォンツに応える事でもあります。
奇跡の星“地球”を健全な状態で次世代に引き継いでいくための環境づくりやSDGsの達成に積極的に貢献します。
環境経営の継続的改善を誓約する。

　　施策
１．温暖化防止、資源の有効活用等の為、事業遂行過程においてエネルギー効率の向上、
　　省資源、再資源の活用、工程改善、無駄の削除に積極的に取り組みます。

２．環境に関する国際規格、法令、協定、指針、自主規制を遵守します。

３．環境への負荷の低減に役立つ商品化をめざし、グリーン調達、環境配慮設計に取り組みます。

４．化学物質の適正管理に取り組みます。

　　　　　　　　　　２００８年１０月０１日　制定　　　　　　　　　２０２２年１０月１１日　　改定
　

イデアシステム株式会社　代表取締役　　社長　　　小林　　弘

【SDGｓへの登録】 2022年1月31日
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（様式第２号） 
SDGs 達成に向けた宣言書（要件１） 

 
 
2022 年 12 月 28  日 

住所:⾧野県岡谷市神明町 4-1-21 
企業名:イデアシステム株式会社 
代表者: 小林 弘 

 
当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

私たちの事業活動は、その多少に関わらず地球環境に影響を与えます。 
 環境への影響を最小限にとどめることは、当社の社是“社会と共に「ゆたか」で「ゆとり」のある生活
を営む”また当社経営理念“社会に役に立つ”と、同意でもありまた、ユーザーウォンツに応える事でもあ
ります。 
 奇跡の星“地球”を健全な状態で次世代に引き継いでいくための環境づくりや SDGs の達成に積極的に
貢献します。環境計画の継続的改善を誓約する。 

 

３側面 
（主な分
野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 
重点的な取組及び 
指標の進捗状況 

登録年月日:2022 年 1 月 31 日 
✓環境 
✓社会 
☐経済 

事業活動において、排出される 
ＣＯ２排出量の削減 (Kg-CO2) 

CO2 排出量の 36%削減   
2021 年 270ｔ 
⇒2030 年 172ｔ 

年 間 4% 削 減 目 標         
2022 年 230t 15%削減 

☐環境 
✓社会 
✓経済 

雇用・職場環境改善への取り組み 
地域人材採用   ⇒ 
女性管理職登用 
同一労働同一賃金 

1 名正社員（男）R４年 2 月 16 日 
1 名正社員（男）R4 年 7 月 5 日 
1 名正社員（女）R4 年 9 月 16 日 

☐環境 
✓社会 
✓経済 

社会・環境課題を解決する製品や
サービスの創出・提供 

新たな製品・サービスを
3 件以上創出 

熱中症予防 発汗量計測ユニ
ットの開発 

 
【記載留意点】 
・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 
 達成に向けた具体的な取組」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重点的 

 な取組」を記載してください。 
・指標は、原則として数値目標を記載してください。 

・「環境」、「社会」、「経済」の 3 側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 
にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 
・重点的な取組及び指標の進捗状況については、年 1 回以上進捗管理を行い、⾧野県 SDGs 推進企業情報 

サイト（NAGANO SDGs BUSINESS PORTAL）で公表してください。 
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４　環境目標

２－１ ２０２３年度環境目標
　（１） 数値目標 （表－７）

削減項目

削減率

二酸化炭素排出量

水道使用量

廃棄物

コピー用紙

⑨ エコ製品へ切替え

⑩ 化学物質の管理

⑪
環境負荷低減に役立つ商品化・販売

※前年度を基準値として目標低減率を設定

５　環境活動計画

　（１） 環境に配慮した事務用品の使用と対応
事務用品、消耗品の環境対応品への切替（ＥＣＯ化率８０％以上）

　（２） 二酸化炭素の排出量削減

　（３） 廃棄物の削減
樹脂洗浄液のリサイクル化、納入先への持ち込み制限働きかけ

　（４） 環境負荷の低減に役立つ商品の推進　
　（５） 社会奉仕活動の実施

２０２４年度

　ガソリン 36,430

総量
Kg-CＯ2

187

№

①
254

総量
Kg-CＯ2

180,000191,306

244

基準値

193原単位
Kg-CO2/百万円

　軽油
④

⑤

⑧

⑦

⑥

原単位
Kg/百万円

　灯油

原単位
Kg-CO2/百万円

総量
Kg-CＯ2

総量
Kg-CＯ2

原単位
㎥/百万円

③

481

5.8

総量
㎥

20

照明のＬＥＤ化・不要時消灯の励行、温度管理、不使用機器の電源ＯＦＦ又は待機モー
ド設定、エコカーの導入、夏季加湿用ボイラの運転制限、電力量デマンド監視による
ピーク電力の抑制と基本料金の削減（１８年５月より電力会社の変更　）

443

適正管理維持

原単位
枚/百万円

211,565

②

総量
Kg-CＯ2

　電力消費

２０２２年度結果

目標値目標低減率 目標値

２０２３年度

220,380

185,567

16.9

229,563

15,150

１０％
38,347

４％

199

１０％
12

12,954

85%80%75% 80%

79,83684,038

5

３％

100.6

0.47

86
１０％

30

1,310

原単位
Kg-CO2/百万円

265

42,608

１０％

0

5.2

35.2

原単位
Kg-CO2/百万円

16,025

1,179

467

１０％

３％
0.46

1,120
総量
Kg

13,635

12.7

15.3

31.6

13,70114,423

14

原単位
Kg-CO2/百万円

適正管理維持

総量
枚

10%

90.6

適正管理維持

10%

14.1

93,375

5%

適正管理維持
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６　過去３年間の状況と２０２3年度環境目標の実績
　（１） コア指数

【物質投入量　ｋｇ】 （グラフ－１）

【水資源投入量／総排水量　㎥】 （グラフ－２）

【温室効果ガス排出量　ｋｇ－CO2】 （グラフ－３）

【廃棄物総排出量　ｋｇ】 （グラフ－４）

売上百万あたり全体

552
612

512

144

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.7 
0.7 

0.6 

0.1

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

347

484 481
515

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.42 

0.43 

0.47 

0.45

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

283,544 271,588

229,563 226,370

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

358 354 

265 

197

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

6.68 

3.34 

5.82 

0.98

2020年度 2021年度 2022年度 114848

2,674

5,960

1,310
1,120

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
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【売上金額　万円】 （グラフ－５）

（8月～7月の売上推移状況）

　（２） 過去３年間の状況

　　①　 物質投入量は,紙類が大幅に減少した。
　　②　 水資源は女子トイレの漏水と男子トイレの自動水洗装置のセンサーの不具合による流水があった。
　　③　 生産量に依存した温室効果ガスも減少しているが待機消費は同じなので、さほど左右されない。
　　④　 売上金額は徐々に右肩上がりで推移している。

　（３） ２０２３年度実績

① 二酸化炭素の削減

（グラフ－６）

※購入電力（株式会社エネット）の排出係数は、H22年度契約電気事業者の調整後排出係数：0.385(Kg-CO2/kWh)を用いています。

・全体のCO2は昨年に比べ２％の削減であった、電力は13％減（工場設備の新規更新）、
灯油に関しては2月～4月の使用量が増えたことが原因、ガソリンはコロナ禍継続のため、
積極的な訪問営業ができない為、減少した。軽油に関しては、くら寿司レーン作業に使用し
ている、昨年に比べ多少減少しているが、工事数と場所により異なるため、想定内である。

全体 電力 ガソリン 軽油 灯油

２０２２年度 229,563 191,306 42,608 16,025 15,150

2023年度 226,370 166,991 23,991 15,450 19,838

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

温室効果ガス排出量 kg-C02

79,987 

102,476 
106,125 

114,848 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
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② 水資源の削減 （グラフ－７）

・トイレの不具合による漏水やセンサー不具合による流水の為。増加した、

　　　③　　 廃棄物の削減 （グラフ－８）
　

・昨年('22年)は設備廃棄があったが、今年度('23年)は、通常の廃棄物であったため、減少傾向である。

④ コピー用紙の削減 （グラフ－９）

・使用量は昨年度('22年）より約50％削減できた。データー管理が増えてきていると思われる

2022年度 2023年度

水資源投入量 ㎥ 481 515

300

350

400

450

500

水資源投入量 ㎥

2022年度 2023年度

廃棄物総排出量 kg 1,310 1,120

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

廃棄物総排出量 kg

2022年度 2023年度
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⑤ 容器包装用プラスチックの分別回収は継続中。

　（４） 主要な環境活動計画の内容

　　① 環境に配慮した商品の開発と使用及び対応
・効率の良い設備に切り替える。(自動表面実装機）
・エコ商品の受託開発第2弾の設計開始する

　　② 二酸化炭素の排出量削減

・パーソナルコンピューター、機器の不使用時電源ＯＦＦ、待機状態設定励行
・デマンド監視によるピーク電力規定値オーバー時のエアコン遮断(食堂）【デマンド監視装置】
・暖房温度設定２２℃、冷房温度設定２８℃の継続

　　③ 廃棄物の削減
・不用品の分別継続
・マニュフェスト伝票の発行、回収、５年間保存
・廃棄物保管場所の整理整頓と表示
・使用済みコピー用紙の裏面使用
・裏面使用コピー用紙置場をコピー機側に設置
・データーにより管理し、紙の減少に繋げる。

　　④ その他
・トイレ水道使用量の節約継続（漏水や自動流水器の点検）
・環境負荷物質消費状況、廃棄物発生状況の月次データ集計と開示

・始業５分前の照明点灯、昼休みの消灯１２時、点灯１２時５５分：始業５分前)、不要時
や終業時の消灯活動継続
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７ 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組み内容

　（１） ２０２３年度　取組結果とその評価 （表－８）

№ 削減項目

○ ×

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ×

○ ○

× ×

× ×

× ×

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

⑨ エコ製品へ切替え ○ ○

⑩ 化学物質の管理 ○ ○

⑪ ○ ○

○：達成　　　×：未達成　　　(①～⑧はマイナス数値で達成　⑨～⑪はプラス数値で達成を示す）　　
※①の二酸化炭素排出量は、ガスと廃プラ除く

　　①

　　②

　　③

　　④

15,450

80.0%

ガソリンは外部への訪問営業活動が思うように出来ず、前年('22年)より消費量が減っ
た。

軽油は、軽油使用の社有車が本社で2台に減少していることと、新車購入したばかりの
為、燃費の良好ト思われる。

適正管理維持 適正管理維持

６３％

１００％

９４％

100.6

１００％

47,500
総量
枚

54.4％削減

80.0%

59％削減

5.1％削減

10.4％増加

20.7％削減13.5

43.5％削減

80.0%

84,038

10

適正管理維持

生産量に依存した二酸化炭素総排出量は、前年比('22年）、目標値は目標の４％削減
ができなかった。灯油に関しては、増加傾向になっており、来冬は使用量に注視する、
ガソリンはコロナの影響でまだ営業訪問活動が出来ていないこともあり、減少している。

生産量に依存した電力消費は削減した。冷暖房の使用も、全社全体が使用することが
なかった為、注意・警戒の警報回数（管理棟0回、工場棟0回）であった。

 環境負荷低減に役立つ商品化・販売 2020 ２００％

１００％

④
原単位

Kg-CO2/百万円

総量
Kg-CＯ2

軽油

①

③

②

⑤

1,120

1.0

14.6％削減

31％増加

515
⑥

19,838

5.1％削減

13,635

0.45

7.1％増加

原単位
Kg/百万円

総量
Kg

5.2 83.3％削減

⑧
93,375

⑦

3.6％削減 7.2％増加

総量
Kg-CＯ2

12.7

49.2％削減

41.4

45.5％増加

22.2％増加

2.2％削減

17.3 35.8％増加14.1

1,310
廃棄物

コピー用紙

81.4％削減

90.6

灯油

水道使用量

原単位
枚/百万円

0.46

5.8

0.47

481
総量
㎥

467

原単位
㎥/百万円

原単位
Kg-CO2/百万円

15,150

1,179

15.3

前年値

16,025

16.9

14,423

原単位
Kg-CO2/百万円

254原単位
Kg-CO2/百万円

43.7％削減

11.8％削減

1.4％削減

26.9％削減145

226,370

結果

25.7％削減

12.8％削減

24.6％削減

10.1％削減

前年比

197

166,991

評価

電力消費

二酸化炭素
排出量

229,563 2.8％増加

目標比

199

総量
Kg-CＯ2

目標値

34％削減35.2

総量
Kg-CＯ2

原単位
Kg-CO2/百万円

193

総量
Kg-CＯ2

38,347 37.5％削減

31.6 20.9 40.6％削減

185,567191,306

23,991
ガソリン

42,608

22.6％削減265

220,380
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　　⑤

　　⑦⑥

　　⑧⑦

'　（２） その他

　　① 容器包装プラスチックの分別・回収は徹底されてきている。

　　　近隣への社会貢献

②

コピー用紙は前年度('22年）と比べ約５０％減少となった。データ化が進んでいるのも原
因である。

３Ｄプリンター　コマ　製作ハンダ付体験　模型製作

'22年10月26日から10月27日　　　　職場体験学習
今年度は、社会貢献の一環として高校生へのインターンシップを行った。当日は近隣の高校よ
り３名来社してもらい、実際の職場の雰囲気を体験してもらった。毎年実施する予定で、積極的
に地域活動に貢献して行きたい。(岡谷西部中学校）  3名

廃棄物の削減は、前年('22年)が社内デッドスペースの改善や大物の設備の廃棄があっ
たが、

灯油は、前年度('22年）と比べ増加傾向となった。　これについては、昨年2月～4月に掛
けて、工場での使用量が増えており、原因については不明であるが、ボイラーの使用量
が増えていると思われる。
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③ ２３年６月14日～15日 職場体験学習 1名

67

④　　2023年7月19日～21日　　　岡谷工業高校　　インターンシップ

実施した。

2年生　　3名

量産品の各パーツへのシール貼り
等

ハンダ付キット
を使用し、ハンダ付
の実践をした。

4年ぶりの再開

組立の前加工を社員の指導の基
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　（３） 次年度（'２４年）の取組内容　(削減目標はいずれも前年比)
　　① 二酸化炭素の排出量の削減目標は４％、電力、ガソリン、軽油、灯油も5％を消費量削減目標とする。
　　② 水資源使用量は5％の削減を目標とする。漏水や流水などの確認を1回／月行う
　　③ 廃棄物の削減は5％を目標とする。ドレン排水削減

　　④ コピー用紙の削減は5％を目標とする。データーによりコピー用紙の削減に努める

　　⑤ 環境負荷の低減に役立つ商品の推進　（生産受注品の確認）

　　⑥ 社会貢献活動の判断をする。諏訪地方の中学・高校の職場体験・インターンシップの受入

近隣地域の募金での貢献・献血貢献

　　⑧　
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８　環境活動の取組結果とその評価

１．目的
・２Sによる社内環境美化の実施

２．改善内容
・会社周辺と社有車駐車場及び従業員駐車場の草刈りを社員有志により実施

３．所見
・改善委員会を通して、全社員に呼びかけ、仕事の都合もあるため、有志により草刈りを実施した

社有車駐車場
(草刈り)

従業員駐車場
(草刈り)

・会社周辺は他の会社もあり、草が多くなると迷惑にもなるため、早目の草刈りを行った。
従業員の駐車場は近隣の保育園や小学校で貸す機会があるため事前の草刈りを行った。

社有車駐車場
(草刈り)

対応場所 対応前 対応後

従業員駐車場
(草刈り)
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８ 環境法規への違反、訴訟等の有無 遵守状況評価

実施：2023/7/21

評価結果：良好

法・規制名称 該当事項 要求事項 確認

樹脂洗浄

騒音規制法 騒音計測・設置届  (岡谷市公害防止条例）
R3．4.1　施行
振動規制法 設置届 （岡谷市公害防止条例）
H.6.6.30　施行
有機溶剤中毒予防則 第２種有機溶剤
R５.4.21　施行 (イソプロピルアルコール）

鉛中毒予防則 共晶はんだ
R5.4.01　施行
毒物及び劇物取締法 漏えい/地下浸透の防止

R4.６．１７　施行
表示（容器、保管場所） 含有１％で非該当

消防法 灯油　第二種石油類 表示・届出（少量危険物の貯蔵）
R４.６．１７　施行

冷蔵庫、テレビ等 リサイクル料の支払い（買取/廃棄）
R2.４.１　施行
小型家電リサイクル法 携帯、デジカメ、電源アダプタ等 指定業者へ資源として回収確認
Ｈ25.4.1施行
自動車リサイクル法 所有自動車の廃棄 リサイクル料の支払い（買取/廃棄）

フロン排出抑止法

R2.4.1　施行
廃棄物処理法 産業廃棄物（廃プラ、金属くず等）廃棄物（特管）置場の保管基準の厳守
Ｈ29.6.16改正 特別管理産業廃棄物(廃油）

第１２条２項（保管の基準）

第１２条５項、６項

（委託の基準）

第１２条７項

（委託先の処理確認）

第１２条３項 特別管理廃棄物管理責任者の選任
（ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票発行報告）

取引先要求 環境管理 環境品質保証体制　原材料選定体制
不適合管理体制　化学物質含有調査　等
※主要取引先　5案件について調査済

環境基本法
循環型社会形成推進基本法
Ｈ24.6.27施行

環境物品の調達の推進

Ｈ27.9.11改正
資源の有効な利用の促進に関する法律
Ｈ26.6.13改正

作成

当社に適用される環境関連の法規は、定期的にチェックしており、違反は現在及び過去三
年間発生していない。また、関係機関や近隣住民からの苦情や訴訟も起きていない。

○

○

該当なし

資源の有効利用、廃棄物の抑制、再生品
の利用

特別管理産業廃棄物管の帳簿(ﾏﾆﾌｪｽﾄ
台帳）を備え５年間保管

廃棄物の収集運搬/処理業者と委託契約
の締結

公害防止統括者の専任、公害防止管理
者
⇒代替洗浄切換えに伴い廃止準備及び
土壌汚染防止法に基づく手続き済
('13/11)

特定施設設置（排出水管理）届出
⇒代替洗浄切換えに伴い非該当

○

○

該当なし

○

水質汚濁防止法
H29.6.2改正

○

○

国等による環境物品等の調達の推進の関する法律
（グリーン購入法）

○

業務用エアコン(第一種）の日常
管理・廃棄　フロン類改修に伴
う罰則

該当なし

〇

UF-2186A内ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4.1-ｼｸ
ﾛﾍｷｼﾚﾝ)=ｼﾞｲｿｼｱﾈｲﾄ(毒物）
UFｰ1113A内ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4.1ｰﾌｪ
ﾆﾚﾝ=ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ(毒物）

空気圧縮機７.５KW以上
（7.5KW,11KW,15KW各１台）

廃棄物の収集運搬/処理業者の廃棄物
委託管理調査実施
ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票の発行/回収/５年間保管/
発行状況の県への報告（毎年６月３０日ま
で）             2023年6月7日　報告済み

局所排気装置設置/作業主任者選任/特
殊健康診断実施報告
環境測定（有機溶剤2回／年）第1管理区
分
局所排気点検、特殊健康診断　(１回／

特定家庭用機器再商品化法

○定期点検と記録、改修依頼書又は委託確
認書の受領と３年間保管　フロン類を回
収しないまま機器を廃棄した場合50万以

環境測定(鉛　1回／年）　第1管理区分

（表－９）

○

特殊健康診断　(1回／年）

Ｒ元.12.14　施行

R1.10.4改正

○

○

発生の抑制、再利用、再生利用、熱回
収、適正処分

○

○

○

○

R4年.11..3　会社周辺騒音測定実施⇒問題なし

○

○

○

〇

○

○

〇

○

確認

特定工場における公
害防止組織の整備に
関する法律
H27.6.19改正

樹脂洗浄

宮
下

宮
下
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9 代表者による全体評価と見直し

環境目標への取り組みは、一部目標達成できていない部分もある多、概ね良い結果となり、環境活動
の継続により意識が高まりつつあると感じます。
原材料やエネルギー高の影響は引き続き増大しており、ますます経営に与える影響が大きくなっています。
今後はコロナの5類以降により、社会活動の活発化が予想されます。
行動や業務の効率化を常に意識し、省エネ設備の導入も随時すすめて環境負荷軽減に継続して
取り組みましょう。

代表取締役　社長　　小林　　弘
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